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［背景・ねらい］ 

茶栽培で有機質肥料として広く用いられている菜種油かすは、家畜の飼料としても用い

られており、飼料需要に価格が影響され、近年、価格変動が大きくなり、茶農家の経営に

影響を及ぼしている。そのため、菜種油かすに代替可能な有機質肥料が求められている。  
トウゴマ（ヒマ）の種子から油を搾油した絞りかすであるひまし油かすは、飼料として

用いられないことから、価格が安定しており、菜種油かすと比較して価格が安く肥料代を

抑えることができる。  
そこで、高い製茶品質が求められる自然仕立て覆い下茶園において、菜種油かすの代替

肥料としてひまし油かすの導入の可能性について検討する。  
 

［成果の内容・特徴］ 

１．菜種油かすをひまし油かすに代替した施肥体系（ひまし慣行区）とひまし油かすの春

期の施用時期を 15 日程度遅らせた施肥体系（ひまし遅区）で検討した（表 1）。 

２．土壌中のアンモニア態窒素は、ひまし慣行区で 3 月中旬に最も高まり、ひまし遅区は

3 月下旬以降に高まる。また、春期の地温が低い年（2017 年）は、菜種油かす、ひまし

油かすとも無機化が遅れる（図 1）。 

３．荒茶の遊離アミノ酸は、ひまし慣行区とひまし遅区が菜種区と比較して同等以上であ

る。（表 2）。 

４．官能検査結果は、ひまし慣行区とひまし遅区が菜種区と比較して同等以上である（表

2）。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：茶栽培農業者 

２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：関東以西に 1,000ha 
３．ひまし油かすの窒素無機化傾向は菜種油かすと同等とされていることから、ひまし油

かすは菜種油かすと同じ時期に施用すれば良い。 

４．ひまし油かすは有機 JAS 適合資材としては認められていない。 

５．ひまし油かすの原料のトウゴマの種子にはリシンという毒性物質が含まれているが、

油かす製造工程で加熱処理され、リシンは分解される。 

 

 

  




